
報
広

総
町
田
石
大

行
発
・
集
編

課
務

田
石
大
郡
山
村
北
県
形
山

町
緑
町

地
番

刷
印

堂
化

文
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平成 年 月 日現在

世帯数 戸 （ ）

総人口 人 （ ）

男 人 （ ）

女 人 （ ）

出生 人

（ 月中の異動）

死亡 人

転入 人

転出 人

月中の異動）

平成 年 月 日現在

世帯数 戸 （ ）

総人口 人 （ ）

男 人 （ ）

出生 人

女 人 （ ）

死亡 人

転入 人

転出 人

読
書
の
秋
、
と
思
っ
て
い
た
ら
大

石
田
に
は
早
や
、
雪
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
町
立
図
書
館
の
開
館

を
き
っ
か
け
に
毎
週
の
よ
う
に
通
っ

て
館
内
で
本
を
読
み
、
数
冊
の
本
を

借
り
て
自
宅
で
も
読
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
以
前
に
比
べ
て
読
む
ペ
ー
ス

が
ぐ
っ
と
落
ち
、
最
近
は
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
読
み
た
い
と
い

う
気
持
ち
も
強
い
せ
い
か
、
ほ
と
ん

ど
読
ま
な
い
う
ち
に
目
移
り
し
て
結

局

冊
も
読
み
き
れ
な
い
で
返
却
し

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ

ヶ
月
あ
ま

り
、
せ
め
て
今
借
り
て
い
る
本
く
ら

い
は
じ
っ
く
り
、
読
み
き
り
た
い
な

ぁ
（
雪
か
き
、
年
賀
状
の
準
備
な
ど

…
そ
う
、
ゆ
っ
く
り
も
し
て
い
ら
れ

な
い
の
で
す
が
）。

（
あ
）

町公式ホームページに 大石田町健康ウォーキングマップ を掲載しています。これは町健康
推進員が 期 年にわたって実際に歩き、作成した各地区おすすめコースです。 つのコースが
あり、所要時間や距離とあわせて、ビューポイントや名所も紹介していて、気軽に歩きながら美
しい景観を楽しむことができます。
各コースの見どころをシリーズで紹介します。健康推進員おすすめコースを参考にウォーキン

グを楽しんでみませんか。

今回は 月 日（水）に行われたウォーキングイベント おーいしだまち歩き から大石田地区コー
スを紹介します。当日は コースに分かれ、健康推進員や地域の方など 名がウォーキングを楽し
みました。

町公式ホームページではマップと今回歩いたルートの詳細を紹介しています。トップページ 暮らし・手続き か
ら 福祉・健康 に進み、 ウォーキングマップ をご覧ください。

今回は大石田地区コースのうち四日町地区や井出地区
などを巡るコースを紹介します。

今回は集合場所である町民交流セン
ター 虹のプラザ からスタート。中学校
の脇を通り、最上川まで一気に下ります。
川を眺めながら堤防沿いを歩き、西光寺、
井出地区の子育て地蔵などを巡り駅前ま
で上るアップダウンの大きいコースです。
イベントではおよそ 時間で約 キ

ロを歩き、歩数は約 歩でした。





第

位

寺
嵜

尚
慶（
町
剣
道
連
盟
）

第

位

大
谷

俊
継（
町
剣
道
連
盟
）

第

位

桐
井

敦（
町
剣
道
連
盟
）

第

位

菊
地

利
治（
町
剣
道
連
盟
）

第

位

伊
藤

優
里（
大
北
小

年
）

第

位

海
藤

謙
心（
大
北
小

年
）

第

位

村
岡

理
緒（
大
北
小

年
）

第

位

海
藤

辰
徳（
大
北
小

年
）

第

位

村
岡

煌
介（
大
北
小

年
）

第

位

佐
藤

悠
喜（
大
北
小

年
）

第

位

海
藤

大
輝（
大
北
小

年
）

第

位

伊
藤

悠
真（
大
北
小

年
）

第

位

井
上

由
仁（
大
南
小

年
）

第

位

秋
保

杷
流（
大
小

年
）

第

位

寺
嵜

祐
俊（
大
中

年
）

第

位

海
藤

妙（
大
中

年
）

第

位

佐
々
木
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大
中

年
）
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位
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井

友
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位
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位
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組

第

位

紅

組

三
瀧

道
人（
ふ
た
ば
横
山
保
育
園
）

高
橋

琉
夢（
大
小

年
）

金
田

陽
樹（
大
小

年
）

橋

颯
斗（
大
石
田
柔
道
ス
ポ
少

福
原
小
学
校

年
）

柏
倉

詩
乃（
大
小

年
）

第

位

山
田

の
ん（
大
小

年
）

第

位

横
山

七
海（
大
小

年
）

第

位

富
樫

瑠
捺（
大
小

年
）

第

位

森
山

妃
生（
大
小

年
）

第

位

菊
地

蓮
太（
大
小

年
）

第

位

延
藤

昂
生（
大
小

年
）

第

位

山
田

吏
粋（
大
小

年
）

第

位

横
山

歩
希（
大
中

年
）

第

位

村
形

歩（
大
中

年
）

第

位

島
津

諒
太（
大
中

年
）

第

位

伊
藤

恭
哉（
大
中

年
）

第

位

大
友

悠
貴（
大
中

年
）

第

位

加
納

悠
雅（
大
中

年
）

第

位

戸
田

匠
人（
大
中

年
）

第

位

伊
藤

桜
子（
大
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年
）

第

位

井
上
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大
中

年
）

第
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村
岡

由
樹（
大
中

年
）

第

位
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林

格（
大
中

年
）

第

位

阿
部

玲
虎（
大
中

年
）

第

位

星
川

航
大（
一
般
）

第

位

柴
田

正
則（
町
柔
道
連
盟
）

第

位

星
川
拳
太
郎（
町
柔
道
連
盟
）

第

位

村
形

昌
一（
一
般
）



ねんきんネットねんきんネットねんきんネット

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
高
齢
者
世
代
を
支
え

る
世
代
間
の
助
け
合
い
の
し
く
み
で
す
。
ま
た
、
老

後
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

や
一
家
の
働
き
手
を
亡
く
さ
れ
た
と
い
っ
た
、
も
し

も
の
時
に
も
支
え
て
く
れ
る
制
度
で
す
。

過去 年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで、将
来の年金額を増やすことが出来る 後納制度 が平成 年 月から
平成 年 月までの 年間に限り実施されています。

保険料が納め忘れの状態で万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると障害基礎年金
や遺族基礎年金が受けられない場合があります。
経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・
猶予となる 保険料免除制度 や 納付猶予制度（ 歳未満） があります。失業等により保
険料を納付することが困難になったものの、申請を忘れていたために未納期間がある方等は、
一度役場町民税務課または年金事務所へご相談ください。

年金に関するさまざまな疑問や質問に
新庄社会保険事務所の職員がお答えしま
す。また、手続きもできます。

納めていただいた国民年金保険料は 社会保険料控除 として、全額が税金の控除の対象とな
ります。年末調整や確定申告の際には、この控除証明書が必要ですので申告の時期まで大切に保
管してください。

ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることが出来ま
すので、ご家族宛に送られた控除証明書を添付のうえ、申告してください。
社会保険料（国民年金保険料）控除証明書 について、詳しくは下記までお問い合わせください。

日 時 毎月第 木曜日
午前 時 午後 時
正午 午後 時を除く

場 所 役場 階 会議室
持ち物 年金手帳（証書）・印鑑・

預金通帳など
年金相談は、電話予約制となっております。

詳しくは で検索

後納制度を利用できる方が か月分の保険料を納めることにより、将来受け取
る年金額が年間 円（平成 年 月時点の年金額より試算）増額します。
ただし、すでに老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用は出来

ません。

国民年金後納保険料申込書に必要事項をご記入のうえ年金事務
所に提出します。

年金加入期間の確認のため戸籍謄本等が必要な場合があります。
申込書は年金事務所から取り寄せるか日本年金機構のホームページから
印刷できます。

従来、老齢年金を受け取るためには保険料納付済期間と保険料免除期間などを
合算した資格期間が原則として 年以上必要でしたが、平成 年 月からは資格
期間が 年以上あれば老齢年金を受け取ることが出来るようになりました。
そのため、不足している保険料を納めることにより年金の受給ができなかった

方が老齢年金の受給資格を得られる可能性があります。

年金事務所において
申し込みの審査、承
認などを行います。

承認後に承認通知書、納
付書、リーフレットを送
付します。

納付書により金融機
関、コンビニ等で納
めてください。

役場、年金事務所では納
めることができません。



今
年
度
の
除
雪
計
画
は
、機
械
除
雪

と
消
雪
道
路

を
あ
わ
せ
て
総
延
長

。
こ
れ
は
、
町
道
総
延
長

（
歩

道
を
含
む
）
の

％
に
あ
た
り
ま
す
。

幹
線
道
路
・
生
活
道
路
そ
し
て
国
道
・
県
道
を

含
め
て
除
雪
を
実
施
し
、
道
路
の
安
全
確
保
に
取

り
組
み
ま
す
。

車
が
出
動
し
な
い
場
合
に
、
比
較
的
急
な
坂
道
や

交
差
点
、
踏
切
付
近
な
ど
を
中
心
に
、
町
内

箇

所
で
実
施
し
ま
す
。

朝
の
出
勤
時
間
帯
に
降
雪
量
が

に
達
す
る

と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
午
前

時
に
町
の
除
雪

車
が
一
斉
出
動
し
ま
す
。
通
勤
・
通
学
に
必
要
な

幹
線
道
路
か
ら
順
に
除
雪
を
行
い
、
原
則
と
し
て

午
前

時

分
ま
で
に

車
線
を
確
保
し
ま
す
。

た
だ
し
、
大
雪
の
場
合
な
ど
は
除
雪
が
遅
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
歩
道
除
雪
作
業
も
、
降
雪
量

を
目

安
に
実
施
し
ま
す
。

凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
防
止
対
策
と
し
て
、
凍

結
抑
制
剤
を
散
布
し
て
融
雪
を
促
進
し
ま
す
。

散
布
は
、
降
雪
が
な
く
路
面
が
凍
結
し
、
除
雪

町
で
は
、
雪
捨
て
場
と
し
て
町
内

箇
所
を
指

定
し
て
い
ま
す
。
雪
を
捨
て
る
際
は
指
定
さ
れ
た

場
所
に
お
願
い
し
ま
す
。
雪
と
一
緒
に
ゴ
ミ
な
ど

を
捨
て
る
と
、
不
法
投
棄
と
な
り
処
罰
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
は
捨
て
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
排
雪
作
業
の
際
は
、

周
囲
の
安
全
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
事
故
の
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

流
雪
溝
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。
水
が
流
れ
る
時
間
以
外

は
雪
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

投
雪
口
は
一
人
で
雪
を
流
す
設
計
に
な
っ
て
い
ま

す
。
複
数
人
で
雪
を
一
度
に
入
れ
る
と
雪
が
詰
ま

り
地
区
全
体
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を

守
り
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

町では、冬を快適に過ごせるように、流雪溝の整備や道路の除雪などさま
ざまな事業を行っています。しかし、雪みちの安全を確保するためには、皆
さんのご協力が不可欠です。
そこで、 月と 月の第 日曜日を 雪みち愛護デー として、各地区ご

との取り組みをお願いしています。
雪で見通しの悪くなった場所の排雪や流雪溝・消雪道路の状況点検、排雪

マナーの確認など、町民みんなで力を合わせて安全で安心な雪みちの確保に
努めましょう。



開館時間 午前 時 午後 時（日・祝日は午前 時 午後 時）
休 館 日 毎週木曜日・特別整理期間ほか 《 月の休館日》 日 ・ 日 ・ 日 ・ 日 日

公式
”いゃしっらけてき

年末年始《 月 日 月 日 》は休館日

しっらけ



散歩コースのごみ拾いを大石田保育園の園
児が 月 日（火）に行いました。保育園で

は地域交流活動の一環として年に 回、保育園周
辺の歩道でごみ拾い活動を行っており、この日は
年長組と年中組の園児 名が参加しました。
保育園周辺では地域の清掃活動によりごみは少
なくなりましたが、子どもたちはタバコの吸い殻
や小さなビンのかけらなどを見つけては あっ
た！ あぶないね などと声を上げながらごみ
拾いを行いました。終了後にはクラスごとにごみ
捨てのマナーを学び、園児は ごみは外に捨てな
いでちゃんと持ち帰ります お家に帰ったらお
父さんにも教えます と話していました。

お

立図書館で おいしいおむすびのおはなし会 が
月 日（水）に開催され、未就園児とお母さんや祖父

母など約 人が山形の新しいお米 雪若丸 を使ったおむ
すび作りとおむすびを題材にした絵本の読み聞かせを楽し
みました。
これは みちのく村山大石田米生産部会と町の食生活

改善推進員連絡協議会の協力で行われたもので、おむすび
ころりん 、おにぎりくんがね・・ などおむすびが題材の
絵本や紙芝居の読み聞かせのあと、 みちのく村山の職
員がお米の栽培と 雪若丸 について しました。雪若
丸は来年本格的に販売が始まる新品種で、しっかりとした
噛み応えが特徴。参加者は、親子でおむすびを一緒に作り、
噛み応えなどを確かめながら味わっていました。

町

子陶芸体験教室が次年子窯で 月 日（日）
に行われ、町内の子どもと保護者 名が陶

器作りを楽しみました。教室では次年子窯の 橋
廣道さんの指導を受け、参加者らは思い通りにな
らない粘土にてこずりながらも、親子で協力して
皿やカップなどを作っていました。
参加した子どもは うまく形が作れなくて難し

かったけど、パパと一緒にできて楽しかったです
と話し、また一緒に参加したお父さんも 子ども
と協力して作品を作るという体験はなかなか出来
ないので、とてもよかった と話していました。

親

ばを楽しむ体験ツアーが 月 日（土）に大
石田町と尾花沢市で行われました。これは

北村山高校家庭クラブ そばガールズ が企画し
開催されたもので、同クラブでは年間を通じて地
域の食材そばを使った料理やスイーツの研究に取
り組んでいます。体験ツアーには 名が参加し両
市町の名所などを巡りながら、あったまりランド
深堀ではそば打ち体験を、 で
はそば殻を使った染物作りなどを楽しみました。
このうち染物作り体験では、参加者が高校生から
指導を受けながらつまようじや割り箸などを使っ
てハンカチに絞りの模様を入れ、あったまりラン
ド深堀の温泉を使った染液に浸して独特の色合い
のオリジナルハンカチを作り、それぞれ異なる模
様の作品を見比べていました。

そ

石田町芸術祭が 月 日（金）から 月 日
（月）の期間に開催され、大石田町芸術文化

協会に加盟する団体などがそれぞれの分野で日頃
の練習の成果を披露しました。
今年は町民交流センター 虹のプラザ で行わ

れた県民芸術祭の開幕式典・記念公演と合わせて
絵画や書道などの作品展示が行われたほか、 月
日（金）文化の日には 虹のプラザ 多目的ホー
ルで 歌と踊りの合同公演 が開催され、町芸術文
化協会に加盟する団体による歌や踊りの華やかな
公演が行われました。また、エントランスでは 小
原流いけばなこども教室 の児童による生け花や
町内の小中学生による工作や書道などの展示もあ
り、多くの方が訪れて芸術の秋を満喫していまし
た。

大

然薯の収穫体験が大石田南小学校で 月
日（金）に行われました。南小では毎年 年

生児童が春に種芋植えと秋の収穫体験を行ってい
ます。この日は児童 名が、大石田町新作物開発
研究会（海藤明会長）が管理する学校脇の畑で収穫
体験が行いました。収穫体験には研究会のメン
バーのほか、研究会に苗を提供し、自然薯を使っ
た料理を開発している村山産業高校農業部の生徒
も参加しました。
児童らは研究会のメンバーの指導のもと土を掘
り起こして、大きく成長した自然薯を次々と収穫
し、友達と大きさを比べあったりして収穫を喜び
ました。学校ではこのあと収穫感謝祭を開いて自
然薯料理を楽しむことにしています。

自



診療時間 午前 時 分 午後 時

都合により日程が変わる場合がありますので、
事前にお問い合わせください。

月 日現在）

平成 年 月 日 月 日）

月 日現在）

平成 年 月 日 月 日）

発生件数 件（ 件）
負傷者数 人（ 人）
死亡者数 人（ 人）
（ ）は前年比

母子健康手帳交付・健康相談 午後 時 分

役場相談室

人権なんでも相談 午前 時 午後 時

町民交流センター 虹のプラザ 会議室

心配ごと相談 午後 時 分 午後 時

町民交流センター 虹のプラザ 会議室

行政相談 午後 時 分 午後 時 分

町民交流センター 虹のプラザ 会議室

年金相談 午前 時 午後 時 役場 会議室

新庄年金事務所への事前予約が必要です。

母子健康手帳交付・健康相談 午後 時 分

役場相談室

農業委員会総会 午前 時 大会議室

仕事納め

（ 月 日 月 日は役場閉庁となります。）


